
　送 付先の住 所 変 更・購 読中止の
場合には、変更内容を明記の上、本
会広報室までお知らせください。

Eメール
thsa-koho@msj.biglobe.ne.jp
FAX 03-3269-7562

　お電話（03-3269-1131）でも承っ
ております。

　日頃より、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう
医学」をご愛読くださりありがとうございます。本
会では、現在「よぼう医学」を送付させていただい
ている皆様について、送付に必要な情報（名前、住所、
所属、役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきまし
ては、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管
理のもとに運用しております。その上で今後も継続
して送らせていただきたいと考えております。送付
名簿から削除を希望される場合には、お手数ですが、
広報室（電話 03-3269-1131）までご連絡ください。

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て 送 付 先 の 変 更 ・
中 止 に つ い て
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診断学会総会が開催
第22回 日本がん検診・
診断学会総会が開催

し
、
13
年
、
医
師
・
医
療
者
及
び

国
民
へ
の
提
言
（
表
）
を
盛
り
込

ん
だ
報
告
を
ま
と
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
が
ん

予
防
学
術
大
会
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
糖
尿
病
と
が
ん
の
予
防
の

接
近
」（
座
長
・
溝
上
哲
也
部
長
）

が
行
わ
れ
、
①
糖
尿
病
と
が
ん
リ

ス
ク
と
の
関
連
②
分
子
疫
学
的
な

裏
付
け
③
糖
尿
病
治
療
が
が
ん
リ

ス
ク
に
及
ぼ
す
影
響
―
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の

ジ
ウ
ム
「
が
ん
検
診
の
有
効
性
を

問
う
」「
遺
伝
情
報
と
が
ん
検
診
」

「
過
剰
診
断
を
避
け
る
た
め
に
」、

企
画
セ
ミ
ナ
ー
「
被
ば
く
を
考
え

る
」「
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
あ
り

方
を
考
え
る
」
な
ど
が
行
わ
れ

た
。ま

た
、
本
会
か
ら

は
、
坂
佳
奈
子
が
ん

検
診
・
診
断
部
長

が
、「
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
・
超
音
波
併
用

検
診
に
よ
る
乳
が
ん

検
診
の
有
効
性
の
検

討
―
当
施
設
で
の
Ｊ

―

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
結

果
よ
り
」
と
題
す
る

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

っ
た
。

ン
グ
を
受
診
す
る
よ
う
推
奨
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。

ま
た
、
日
本
糖
尿
病
学
会
と
日

本
癌
学
会
は
、
11
年
に
「
糖
尿
病

と
癌
に
関
す
る
委
員
会
」
を
設
立

央
区
の
聖
路
加
国
際
大
学
で
開
催

さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
特
別
講
演
「
放
射

線
被
ば
く
と
甲
状
腺
が
ん
―
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
福
島
へ
」「
宇

宙
の
誕
生
と
終
焉
」
や
、
シ
ン
ポ

０
１
０
年
、「
糖
尿
病
と
が
ん
に

関
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
レ
ポ
ー

ト
」
を
発
表
。
糖
尿
病
患
者
に
対

し
て
適
切
に
が
ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ

第
22
回
日
本
が
ん
検
診
・
診
断

学
会
総
会
（
会
長
・
齋
田
幸
久
聖

路
加
国
際
病
院
放
射
線
科
特
別
顧

問
）
が
、「
が
ん
検
診
の
将
来
を

見
据
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
７
月

26
日
、
27
日
の
両
日
、
東
京
・
中

近
年
、
糖
尿
病
と
が
ん
罹
患
リ

ス
ク
と
の
関
連
が
明
ら
か
と
な

り
、米
国
糖
尿
病
学
会
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）

と
米
国
癌
学
会
（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
は
２

専
門
家
が
講
演
を
行
っ
た
。

こ
の
う
ち
、「
糖
尿
病
と
が
ん

―
世
界
と
日
本
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」

と
題
し
て
講
演
し
た
東
京
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
の
井
上
真
奈

美
特
任
教
授
（
写
真
）
は
、
既
に

論
文
に
な
っ
て
い
る
結
果
を
統
合

解
析
し
た
メ
タ
解
析
の
結
果
な
ど

を
示
し
な
が
ら
、
糖
尿
病
と
が
ん

に
関
す
る
世
界
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
糖
尿
病
は
多
く
の
部
位
の
が
ん

リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
、
特
に
肝
が

ん
、
膵
が
ん
、
子
宮
内
膜
が
ん
で

関
連
が
強
く
、
腎

が
ん
、
胆
道
が

ん
、
非
ホ
ジ
キ
ン

リ
ン
パ
腫
、
大
腸

が
ん
な
ど
で
も
リ

ス
ク
が
高
い
こ

と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
前
立

腺
が
ん
で
は
負
の

関
連
が
み
ら
れ
る

の
が
特
徴
だ
」

そ
の
上
で
、
イ

ン
ス
リ
ン
依
存
性

に
関
連
す
る
要
因

と
が
ん
に
関
す
る

メ
タ
解
析
の
結
果

を
示
し
、
肥
満
が

食
道
腺
が
ん
や
膵

が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク

を
上
げ
る
一
方
で
、
身
体
活
動
が

結
腸
が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク
や
糖
尿

病
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
、
糖

尿
病
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
と
さ
れ

る
コ
ー
ヒ
ー
摂
取
が
肝
が
ん
な
ど

の
リ
ス
ク
も
下
げ
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
。
運
動
不
足
や
肥
満
に
よ

っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
上

が
り
、
高
イ
ン
ス

リ
ン
血
症
と
な
っ

て
、
腫
瘍
増
殖
に

結
び
つ
く
と
い
っ

た
機
序
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
。

ま
た
、
井
上
特

任
教
授
は
日
本
の

エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
、「
日
本

人
を
対
象
と
し
た
８
つ
の
大
規
模

コ
ホ
ー
ト
の
統
合
解
析
に
よ
っ

て
、
糖
尿
病
既
往
に
よ
る
が
ん
発

生
リ
ス
ク
へ
の
影
響
の
量
的
評
価

が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、「
糖

尿
病
既
往
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の

が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
は
約
20
％

（
Ｈ
Ｒ
＝
１
・
19
）
上
昇
し
て
い

た
。
部
位
別
で
は
結
腸（
１
・
40
）、

肝
臓
（
１
・
97
）、
膵
（
１
・
85
）

で
リ
ス
ク
の
上
昇
が
有
意
で
、
こ

の
結
果
は
国
際
的
な
報
告
と
も
一

致
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

井
上
特
任
教
授
は

「
こ
れ
ま
で
の
疫
学

的
証
拠
か
ら
、結
腸
、

肝
、
膵
、
子
宮
内
膜

な
ど
の
が
ん
と
糖
尿

病
と
の
関
連
は
疑
い

な
い
。
そ
の
機
序
は

解
明
途
上
だ
が
、
糖

尿
病
と
が
ん
と
の
関

連
性
だ
け
で
考
え
る

の
は
少
し
無
理
が
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
両

疾
患
に
共
通
す
る
関

連
要
因
で
あ
る
肥
満

や
身
体
活
動
な
ど
の

影
響
も
併
せ
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
、
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。

学
術
大
会
で
は
こ

の
他
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
が
ん
予

防
を
子
ど
も
た
ち
の

手
に
」（
座
長
・
小
林
博
札
幌
が

ん
セ
ミ
ナ
ー
理
事
長
）
が
行
わ

れ
、
新
た
な
が
ん
対
策
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
学
校
に
お
け
る
予

防
教
育
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
荒

川
区
保
健
所
と
豊
島
区
教
育
委
員

会
の
担
当
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
を
報
告
し
た
。

日
本
人
の
約
半
数
が
が
ん
に
か
か
る

時
代
、
が
ん
予
防
は
国
民
に
と
っ
て
大

き
な
関
心
事
で
あ
る
。
一
方
、
大
規
模

コ
ホ
ー
ト
研
究
な
ど
に
よ
り
、
わ
が
国

独
自
の
エ
ビ
デ
ン
ス
も
出
始
め
て
お
り
、

こ
う
し
た
研
究
成
果
を
い
か
に
対
策
に

生
か
す
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
６

月
13
日
〜
14
日
、「
が
ん
研
究
か
ら
が
ん

予
防
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、第
21
回
日
本
が
ん
予
防
学
会
総
会
（
会

長
・
津
金
昌
一
郎
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
予
防
・
検
診

研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
と
、
第
37
回
日
本
が
ん
疫
学
・
分
子
疫
学

研
究
会
総
会
（
会
長
・
溝
上
哲
也
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
部
長
）
に
よ
る
が
ん
予
防
学
術
大
会
２
０
１
４
東
京
が
、
東

京
・
中
央
区
の
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

糖
尿
病
と
が
ん
の
予
防
の
接
近
、

が
ん
予
防
教
育
な
ど
め
ぐ
り
講
演

糖尿病と癌に関する日本糖尿病学会と日本癌学会による
国民一般（患者を含む）への提言表

・糖尿病（主に２型糖尿病）は、日本人では大腸癌、肝臓癌、膵臓癌のリスク増加と関連し
ています。他の種類の癌については、一定の結論が得られていません。

・健康的な食事、運動、体重コントロール、禁煙、節酒は2型糖尿病および癌の予防につ
ながる可能性があり、行うことが勧められます。

・食事療法、運動療法、禁煙、節酒は、糖尿病の人にとっても癌の予防につながる可能性
があります。

・糖尿病の人は性別・年齢に応じて適切に、科学的に根拠のある癌検診を受診すること
が推奨されます（３面話題・表）。糖尿病で肝炎ウィルスが陽性の場合には、医療機関を
受診して肝臓癌のスクリーニングを受けることが推奨されます。

・特定の糖尿病治療薬と癌との関係については、現時点でははっきりした結論は得られて
いません。医師の指示に従って、良好な血糖コントロールを維持することが大切です。
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わたしたちは、予防医学を通じて
人々の「生涯健康」、「健康寿命の延
伸」をめざし、健康と福祉の向上に
努めることにより、社会に貢献し
てまいります。

〈1面〉●　がん—研究から予防へ
がん予防学術大会2014東京から

　　　●第22回 日本がん検診・診断学会総会が開催

〈2・3面（見開き）〉
　　　●連載　展望—健康づくり　最終回
　　　●話題　がんの予防と検診

がん予防学術大会2014東京 市民公開講座から
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ

健康相談ビフォー　アフター　第14回：保健師／
管理栄養士／健康運動指導士からのアドバイス

〈4面〉●職場における喫煙対策　第256回ヘルスケア研修会
　　　●「東京都予防医学協会賞」　PKU親の会で5人を表彰
　　　●新刊紹介　『人はなぜ「いじめ」るのか』
　　　●脊柱側弯症検診の打ち合わせ会を開く—本会　　　

今月の主な紙面

「糖尿病と癌に関する委員会報告」より



瀬戸口恵子
本会健康増進部
健康運動指導士

松村えり子
本会健康増進部
管理栄養士
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最
近
、
学
会
が
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
メ
デ
ィ
ア
を
介

し
て
医
学
専
門
用
語
の
認
知
向
上

を
図
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、
要
介
護
予
防
の
必
要

性
を
啓
発
す
る
た
め
に
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
、

日
本
整
形
外
科
学
会
、
２
０
０
７

年
）
や
フ
レ
イ
ル
（
脆
弱
、
日
本

老
年
医
学
会
、
14
年
）
と
い
っ
た

用
語
に
つ
い
て
、
簡
単
な
診
断
法

や
日
頃
実
践
で
き
る
予
防
法
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
協
議

会
の
調
査
報
告
（
14
年
５
月
）
に

よ
る
と
、
ロ
コ
モ
の
認
知
度
は

36
・
１
％
だ
が
、
50
歳
以
上
の
人

の
認
知
度
は
44
・
6
％
と
高
い
。

た
だ
、
言
葉
や
そ
の
意
味
を
知
っ

て
い
て
も
行
動
変
容
に
は
な
か
な

か
つ
な
が
り
難
い
。
学
会
や
マ
ス

コ
ミ
だ
け
で
な
く
、
行
政
の
働
き

か
け
や
、
集
団
・
組
織
・
社
会
等

あ
ら
ゆ
る
領
域
の
健
康
づ
く
り
へ

の
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
痛
感
す

る
。
こ
の
８
月
に
は
、
協
議
会
が

自
治
体
向
け
の
ロ
コ
モ
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
試
験
的
に
実
施
す
る
自

治
体
を
募
集
し
て
い
る
と
聞
く
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
メ
タ
ボ
、
日
本
内
科
学
会
等
８

学
会
、
05
年
）
は
、
06
年
の
新
語
・

流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

る
ぐ
ら
い
人
々
の
口
に
上
っ
た
。

そ
の
３
年
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
過

去
の
健
康
づ
く
り
対
策
に
は
な
か

っ
た
数
値
目
標
の
設
定
や
指
導
の

有
料
化
等
を
取
り
入
れ
た
た
め
、

健
康
づ
く
り
に
携
わ
る
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
向
上
し
、
人
々
の

健
康
的
な
行
動
へ
の
変
容
が
大
い

に
期
待
さ
れ
た
。
た
だ
、
少
な
く

と
も
第
一
期
の
評
価
で
は
目
立
っ

た
行
動
変
容
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
体
制
作
り
に
重
点
を
置
き
、

実
践
指
導
者
の
育
成
が
立
ち
遅
れ

た
よ
う
に
思
う
。
13
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
第
二
期
に
期
待
し
た
い
。

◎　

◎　

◎

健
康
教
育
は
健
康
増
進
の
柱
で

あ
り
、
そ
の
成
果
は
健
診
等
の
受

診
率
の
向
上
と
連
動
す
る
た
め
、

人
材
育
成
は
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
領
域
も
ま
た
時
代
と
共
に

大
き
く
変
わ
り
、
簡
単
に
言
え

ば
、
従
来
は
「
あ
な
た
の
健
康
阻

害
要
因
を
改
善
す
る
た
め
に
こ
う

し
た
ら
よ
い
」
と
い
っ
た
指
導
型

の
教
育
で
あ
っ
た
。
今
は
、
自
ら

が
そ
う
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
自

発
的
問
題
解
決
を
支
援
す
る
た
め

の
学
習
支
援
型
へ
と
変
わ
り
、
そ

の
た
め
に
は
コ
ー
チ
ン
グ
や
セ
ル

フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
（
自
己
効
力

感
）
を
高
め
る
技
術
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

既
に
、
標
準
的
な
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、
行
動
目
標
や
半
年
後
に
目
指

す
目
標
を
自
己
記
入
す
る
欄
が
あ

り
、
そ
れ
を
中
心
に
教
育
支
援
を

行
う
方
向
で
動
き
始
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会

や
看
護
協
会
等
が
人
材
育
成
を
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
、
今
の
時
代

の
健
康
教
育
手
法
に
長
け
た
実
践

指
導
者
が
一
人
で
も
多
く
出
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

願
わ
く
ば
、
人
材
育
成
を
推
進

す
る
た
め
に
養
成
さ
れ
た
指
導
者

の
資
格
認
定
制

度
を
国
が
構
築

し
、
有
資
格
者

の
活
動
を
援
助

し
て
欲
し
い
。

◎　

◎　

◎

健
康
教
育
の

指
導
法
と
共
に

健
康
の
捉
え
方

が
大
き
く
変
わ

っ
た
と
い
う
認

識
は
、
人
材
育

成
の
要
素
と
な

る
。
栄
養
領
域

で
は
食
物
栄
養

学
か
ら
人
間
栄

養
学
的
視
点
へ

の
変
化
で
あ

る
。第

１
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策

で
作
成
さ
れ
た
食
生
活
指
針
（
１

９
８
５
年
）
に
は
、
既
に
「
心
の

ふ
れ
あ
う
楽
し
い
食
生
活
を
」
が

あ
げ
ら
れ
、
２
０
０
０
年
の
改
定

は
当
時
の
文
部
・
厚
生
・
農
林
水

産
の
３
省
協
同
で
行
わ
れ
、
そ
こ

で
は
食
文
化
や
廃
棄
量
等
に
も
触

れ
ら
れ
て
お
り
、
食
事
の
意
義
は

「
栄
養
を
摂
る
」
か
ら
「
人
が
食

べ
る
」
と
い
う
行
為
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
の

食
事
調
査
か
ら
算
出
し
た
栄
養
素

量
を
評
価
・
指
導
す
る
、
い
わ
ゆ

る
栄
養
生
理
学
的
手
法
の
有
用
性

が
な
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
合
わ
せ
て

02
年
に
は
栄
養
士
法
の
一
部
改
正

を
行
い
、
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

従
来
の
食
物
栄
養
学
か
ら
人
間
栄

養
学
中
心
に
大
き
く
変
え
、
今
の

時
代
が
必
要
と
す
る
人
材
育
成
へ

力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い

教
育
を
受
け
た
人
々
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
。◎　

◎　

◎

疾
病
改
善
に
対
す
る
療
養
指
導

と
異
な
り
、
健
康
な
人
を
更
な
る

健
康
増
進
の
道
へ
と
導
く
こ
と
は

甚
だ
難
し
い
。
第
２
次
健
康
日
本

21
の
開
始
に
合
わ
せ
て
発
表
さ
れ

た
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身

体
活
動
基
準
２
０
１
３
」
は
＋
10

（
プ
ラ
ス
テ
ン
）
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
し
て
い
る
。
従
来
の
不

健
康
を
も
た
ら
す
要
因
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
健
康
教
育
を
「
今
よ

り
健
康
に
な
る
た
め
に
」
と
前
向

き
に
捉
え
、
栄
養
等
に
関
し
て
も

「
今
よ
り
少
し
（
＋
10
）」
と
い
っ

た
視
点
か
ら
の
捉
え
方
も
有
用
性

が
あ
る
と
思
う
。

連
載
を
書
き
な
が
ら
一
貫
し
て

思
う
こ
と
は
、
時
代
の
変
化
が
早

い
現
状
に
お
い
て
「
森
を
み
て
木

を
育
て
る
」
こ
と
の
重
要
性
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
私
自
身
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
お
わ
り
）
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く
よ
う
に
し
て
み
ま
す
」
と
、

前
向
き
な
言
葉
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

「
と
て
も
よ
い
ア
イ
デ
ア
で
す

ね
。
日
頃
の
歯
磨
き
と
併
せ

て
、
半
年
に
一
度
は
歯
科
検
診

を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
」
と
伝
え
、
次
の
相
談
に

送
り
出
し
ま
し
た
。

る
こ
と
が
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
上
で
も
重
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

「
糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
は
丁

寧
な
歯
磨
き
が
大
事
な
ん
で
す

ね
。
そ
う
言
え
ば
、
娘
は
い
つ

も
時
間
を
か
け
て
歯
磨
き
を
し

て
い
ま
す
。
私
も
時
間
を
作
っ

て
夜
だ
け
で
も
娘
と
一
緒
に
磨

る
と
い
う
記
事
を
読
ん
だ
の
で

す
が
、
本
当
で
す
か
」
と
、
江

川
さ
ん
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。歯

周
病
は
糖
尿
病
の
重
大
な

合
併
症
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
血
糖
値
が
高
く
な
る

と
体
の
免
疫
力
が
低
下
す
る
た

め
、
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
に

よ
り
歯
肉
に
炎
症
が
起
き
る
と

炎
症
物
質
が
増
え
ま
す
。
こ
の

炎
症
物
質
の
中
に
は
イ
ン
ス
リ

ン
の
働
き
を
低
下
さ
せ
る
物
質

が
含
ま
れ
る
た
め
、
血
糖
値
が

上
昇
し
や
す
く
な
り
糖
尿
病
の

悪
化
を
招
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
糖
尿
病
と
歯
周
病
が
両
方
あ

る
と
悪
循
環
が
生
じ
、
互
い
が

悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

歯
周
病
の
治
療
に
よ
り
血
糖

値
が
改
善
し
た
と
い
う
報
告
も

あ
り
、
毎
食
後
の
歯
磨
き
を
丁

寧
に
行
い
、
歯
周
病
を
予
防
す

要
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

前
回
も
話
し
ま
し
た
が
、
妊
娠

糖
尿
病
は
ご
自
身
の
将
来
の
糖

尿
病
や
メ
タ
ボ
発
症
に
関
係
す

る
だ
け
で
な
く
、
お
子
さ
ん
の

将
来
の
糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
発
症

に
も
関
係
し
ま
す
。
ご
自
身
だ

け
で
な
く
お
子
さ
ん
の
た
め
に

も
生
活
を
見
直
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
」
と
話
す
と
、「
娘

の
将
来
の
健
康
に
も
影
響
す
る

の
で
す
ね
。
今
日
を
き
っ
か
け

に
生
活
を
変
え
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
み
ま
す
」
と
決
意
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

▼
糖
尿
病
と
歯
周
病

さ
ら
に
、「
最
近
、
雑
誌
で

歯
周
病
が
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ

江
川
さ
ん
は
「
今
ま
で
大
丈

夫
だ
っ
た
の
に
、
今
回
血
糖
値

が
少
し
高
く
な
っ
て
い
て
驚
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

「
今
ま
で
よ
い
数
値
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
気
持
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
５
年
間
で
生
活
な
ど

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
」
と
聞
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

▼
環
境
の
変
化
と
生
活

の
変
化

前
回
の
相
談
時
は
、

子
ど
も
の
成
長
の
た
め

に
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
作
っ
て
い
た
こ
と
、
子

ど
も
の
送
り
迎
え
や
通
勤
時
の

歩
行
な
ど
で
活
動
量
も
多
く
、

自
然
と
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
が
就
学
し

て
、
生
活
面
で
は
次
の
よ
う
な

変
化
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

①
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
に
戻

り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
家
事

に
時
間
を
か
け
ら
れ
な
く
な

っ
た

②
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

作
る
余
裕
が
な
く
な
っ
た

③
夫
の
帰
宅
が
遅
い
日
は
、

夕
食
時
間
が
遅
く
な
る

④
子
ど
も
の
送
り
迎
え
が
な

く
な
り
、
自
転
車
に
乗
ら
ず

通
勤
時
に
バ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た

そ
こ
で
、「
今
の
江
川
さ

ん
の
よ
う
な
偏
っ
た
食
事
や

夜
遅
い
時
間
の
夕
食
、
そ
し

て
運
動
不
足
は
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
不
良
を
引
き
起
こ
す

な
ら
、一
緒
に
や
っ
て
み
ま
す
。

あ
と
、
駅
ま
で
自
転
車
を
使
う

よ
う
に
し
ま
す
」
と
、
日
常
の

生
活
で
体
を
動
か
す
意
識
が
高

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

い
つ
で
も
簡
単
に
で
き
る
ペ

ア
ス
ト
レ
ッ
チ
を
そ
の
場
で
実

践
し
て
み
る
と
、「
昔
や
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
気
持
ち
よ

い
ス
ト
レ
ッ
チ
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
親
子
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
ら
も
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

外
し
そ
び
れ
て
い
て
、
重
く
て

か
さ
ば
る
の
で
乗
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
」
と
の
こ
と
。「
で
は
、
今

週
末
に
で
も
ご
主
人
に
外
し
て

も
ら
い
、
使
う
準
備
を
し
て
、

駅
ま
で
を
自
転
車
通
勤
に
戻
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

週
末
の
お
嬢
さ
ん
の
水
泳
教
室

の
送
り
迎
え
も
、
自
転
車
や
徒

歩
で
移
動
し
て
は
い
か
が
で
す

か
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
お
嬢
さ

ん
と
一
緒
に
で
き
る
運
動
と
し

て
、
ペ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
を
紹
介

し
ま
し
た
。

運
動
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
習
慣
に
し
て

お
く
と
、
今
後
部
活
な
ど
で
運

動
量
が
増
え
た
と
き
に
も
、
ケ

ガ
の
予
防
や
疲
労
回
復
の
助
け

と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
江

川
さ
ん
の
活
動
量
ア
ッ
プ
や
体

型
維
持
に
も
役
立
ち
ま
す
。

▼
ペ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
を
や
っ
て

み
よ
う

受
け
手
と
掛
け
手
が
声
を
か

け
合
い
な
が
ら
行
う
の
が
大
切

で
す
。
受
け
手
は
、
気
持
ち
よ

く
伸
ば
す
た
め
に
、
力
の
加
減

を
伝
え
ま
す
。
掛
け
手
は
、
程

よ
く
伸
び
て
い
る
か
、
動
き
に

無
理
は
な
い
か
、
呼
吸
を
し
な

が
ら
行
え
て
い
る
か
を
聞
き
つ

つ
強
さ
を
調
整
し
ま
す
。
相
手

の
体
に
触
れ
る
手
の
ひ
ら
は
温

か
い
方
が
よ
く
、
指
先
に
力
を

入
れ
ず
に
手
の
ひ
ら
全
体
で
包

む
よ
う
に
握
る
と
受
け
手
の
ス

ト
レ
ス
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

前
回
の
運
動
相
談
で
は
、
子

ど
も
の
送
り
迎
え
と
通
勤
を
中

心
と
し
た
日
中
の
歩
き
な
ど
を

含
め
て
70
分
ほ
ど
動
い
て
い
た

の
で
、
そ
の
活
動
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

５
年
前
の
相
談
に
つ
い
て
、

江
川
さ
ん
に
覚
え
て
い
る
か
聞

い
て
み
る
と
、「
よ
く
動
い
て

い
る
の
で
い
い
で
す
ね
、
と
言

わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

娘
が
小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら

は
、
自
転
車
で
の
送
り
迎
え
が

な
く
な
っ
た
の
で
、
駅
ま
で
バ

ス
を
利
用
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
な
り
、
動
く
こ
と
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

振
り
返
り
ま
す
。
子
ど

も
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
伴
い
、
江
川
さ

ん
の
活
動
量
に
も
影
響

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
血
糖
値
を

正
常
域
に
戻
す
た
め
に
、
活
動

量
を
今
よ
り
増
や
す
こ
と
を
中

心
に
、
改
善
で
き
そ
う
な
こ
と

を
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▼
今
よ
り
増
や
そ
う

自
転
車
に
乗
ら
な
く
な
っ
た

原
因
を
聞
い
て
み
る
と
、「
自

転
車
に
娘
を
乗
せ
な
く
な
っ
て

前
回
の
食
事
面
で
の
目
標

は
「
現
状
維
持
」
だ
っ
た
江
川

さ
ん
。「
現
在
は
い
か
が
で
す

か
？
」
と
聞
く
と
、「
生
活
環

境
が
変
わ
り
継
続
で
き
て
い
な

い
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

▼
前
回
の
生
活
環
境
と
食
事

前
回
は
時
短
勤
務
で
あ
っ
た

た
め
、
家
事
や
子
育
て
に
少
し

余
裕
が
あ
っ
た
江
川
さ
ん
。
子

ど
も
の
た
め
に
と
食
事
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を
手
作

り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
自
身
の
食
事
も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
、
決
ま
っ
た
時
間
に
摂
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
こ

の
食
生
活
が
血
糖
値
を
安
定
さ

せ
て
い
た

可
能
性
も

あ
っ
た
の

で
、
前
回

目
標
は
現

状
維
持
と

し
て
い
ま
し
た
。

▼
生
活
環
境
の
変
化
と
食
事

し
か
し
、
子
ど
も
が
小
学
生

に
な
り
、
食
卓
に
並
ぶ
メ
ニ
ュ

ー
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
（
表
）。

「
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
並
べ
て

も
、
娘
は
魚
や
野
菜
は
残
す
ん

で
す
。
鶏
の
唐
揚
げ
や
ハ
ン
バ

ー
グ
、
カ
レ
ー
が
特
に
好
き
な

の
で
、
よ
く
食
卓
に
あ
が
り
ま

す
」
と
江
川
さ
ん
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
や
、

野
菜
類
不
足
は
血
糖
値
を
不
安

定
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
、
自

分
の
た
め
、
ま
た
家
族
の
た
め

に
も
幅
広
い
食
材
を
取
り
入
れ

る
工
夫
を
促
し
ま
し
た
。

▼
嗜
好
品
に
も
変
化
が

朝
食
に
は
手
軽
な
こ
と
も
あ

り
、
菓
子
パ
ン
の
登
場
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
身
も
多

忙
で
あ
る
た
め
、
朝
食
は
子
ど

も
と
一
緒
に
菓
子
パ
ン
に
な
り

が
ち
な
様
子
で
す
。
し
か
し
、

菓
子
パ
ン
は
分
類
で
は
立
派
な

菓
子
類
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

ま
た
、
嗜
好
品
で
は
、
以
前

は
飲
む
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
清
涼
飲
料
水
を
摂
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
変

化
と
の
こ
と
で
す
。「
娘
に
は

週
１
回
と
い
う
約
束
で
買
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
特
売

日
に
ま
と
め
て
購
入
し
て
い
ま

す
」
と
江
川
さ
ん
。「
お
子
さ

ん
が
週
１
回
飲
む
の
で
あ
れ
ば

よ
い
か
と
思
い
ま
す
よ
」
と
返

す
と
、「
ま
と
め
買
い
し
て
い

る
の
で
、
今
で
は
毎
日
飲
ん
で

い
て
。
全
部
飲
み
切
ら
な
い
か

ら
、
捨
て

る
の
は
も

っ
た
い
な

い
と
、
私

が
残
り
を

飲
ん
で
い

る
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
血
糖
値
が
不
安
定
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
は
、
嗜
好
品
の
摂

り
方
に
も
原
因
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
ま
す

か
」
と
問
う
と
、「
少
し
だ
か

ら
大
丈
夫
か
な
、
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
血
糖
値
に
影
響
す

る
ん
で
す
ね
」
と
気
づ
い
た
よ

う
で
す
。

▼
食
事
時
間
の
変
化

朝
は
食
事
と
い
う
よ
り
何
か

口
に
入
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
食

事
の
摂
り
方
。
夕
食
は
帰
宅
後

す
ぐ
に
準
備
を
し
て
、
子
ど
も

の
食
事
中
に
洗
濯
な
ど
の
家
事

を
す
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
が
残
し
た
も
の
を
少
し

食
べ
、
遅
い
時
間
に
帰
宅
す
る

夫
と
再
度
一
緒
に
食
事
を
摂
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

朝
食
は
短
時
間
で
も
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
と
伝
え
、
夕

食
は
、
で
き
れ
ば
子
ど
も
と
同

じ
時
間
に
一
度
で
摂
る
こ
と
を

提
案
し
、「
ご
主
人
と
一
緒
に

摂
る
時
は
、
野
菜
類
を
中
心
に

脂
質
が
少
な
い
主
菜
を
少
量
な

ら
よ
い
で
し
ょ
う
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。

「
生
活
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ

た
改
善
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
何
か
で
き
そ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、

江
川
さ
ん
は
「
娘
の
た
め
に
も

清
涼
飲
料
水
を
減
ら
す
こ
と

と
、
夕
食
は
娘
と
一
緒
に
1
回

で
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特定保健指導などで使用する指導媒体

プロフィール　10年ほど前、妊娠中に妊娠
糖尿病と言われた江川さん。出産後、血糖
値は正常範囲内で落ち着いていましたが、
今回の節目健診では115㎎ /dlと高くなりま
した。ＢＭＩは20と標準です。現在、夫と小
学４年生の娘との３人暮らし。ここ数年でさ
まざまな生活上の変化があったようです。

前回のあらまし　５年前の節目健診では、結果に
問題はなく、生活習慣にも問題がなかったため、
栄養相談、運動相談共に「現状維持」を目標とし
ました。保健相談でも目標は立てず、妊娠糖尿
病だった人の将来の糖尿病やメタボリックシンド
ローム（メタボ）のリスクについての話をしていま
した。

　「自分のため、そし
て娘のためにも今日か
ら少しずつ気をつけま

す。娘と一緒にできるストレッチも
教えてもらえたので、がんばれそうで
す」と話す江川さん。
　一緒に取り組める家族がいるのは
長く続けるための秘訣です。そして何
より「娘のため」という思いが一番
のモチベーションになりそうですね。
今後のチャレンジを応援しています。
（宮本）

相
終
談
え
を
て

宮本麻美
本会健康増進部
保健師

朝食 菓子パン（小さめのものを１個）

昼食 サンドイッチ（１パック）、
野菜ジュース（１本）

間食 清涼飲料水200ml

夕食

1回目：ハンバーグ（子どもが残
したものを少々）
2回目：ハンバーグ、マカロニサ
ラダ（遅い時間に帰宅の夫と一
緒に１食分）、ごはん（１杯）

江川さん 45歳

女性

◆肩・胸・背中のストレッチ
受け手（右）内側から相手の肩に手を乗せて、ゆっ
くりお尻を引く。
掛け手（左）外側から相手の肩に手を乗せて、肩を
押しながら、相手と引き合うように、お尻を引く。

◆脇腹のストレッチ
受け手（右）腕の力を抜いたまま、腰を横に
移動させる。
掛け手（左）（本文を参考に）相手の手首を
持ち、相手と引き合うように、腰を横に引く。

江川さんの食事記録表

現在推奨されているがん検診表

笹
月
静
部
長
は
、
生
活
習
慣
と

が
ん
と
の
関
連
な
ど
に
関
す
る
最

新
情
報
や
信
頼
性
の
高
い
健
康
情

報
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
や
世
界
癌
研
究
基
金
に
よ

る
「
が
ん
予
防
指
針
」
の
概
要

を
示
し
た
上
で
、「
欧
米
人
と
日

本
人
で
は
遺
伝
的
背
景
や
生
活
様

式
の
違
い
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
指

針
を
そ
の
ま
ま
日
本
人
に
適
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
日

本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
を
網
羅

的
に
収
集
し
、
評
価
し
て
ま
と
め

た
の
が
『
日
本
人
の
た
め
の
が
ん

予
防
法
』(http://ganjoho.jp/

public/ pre_scr/prevention/
evidence_based.html)

で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

笹
月
部
長
は
、
日
本
人
に
と
っ

て
現
時
点
で
実
行
に
値
す
る
予
防

２
０
０
６
年
に
施
行
さ
れ
た
が
ん
対
策
基
本
法
に
は
、
国

民
の
責
務
と
し
て
「
が
ん
の
予
防
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
が
ん
検
診
を
受
け
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
し
か
し
残
念
な

が
ら
、
こ
の
「
正
し
い
知
識
」
が
国
民
に
十
分
浸
透
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
だ
。
６
月
14
日
に
開
か
れ
た
「
が
ん

予
防
学
術
大
会
２
０
１
４
東
京
」
の
市
民
公
開
講
座
（
司
会
・

津
金
昌
一
郎
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
予
防
・
検
診
研

究
セ
ン
タ
ー
長
）
で
は
、
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
の
正
し
い

知
識
と
は
何
か
、
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
の
最
適
な

検
診
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
わ
が
国
を
代
表
す
る

２
人
の
専
門
家
が
最
新
の
知
見
を
語
っ
た
。

法
と
し
て
、
①

タ
バ
コ
は
吸
わ

な
い
。
他
人
の

タ
バ
コ
の
煙
を

で
き
る
だ
け
避
け
る
②
飲
む
な
ら

節
度
の
あ
る
飲
酒
を
③
食
事
は
偏

ら
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
④
日
常
生
活

を
活
動
的
に
過
ご
す
⑤
成
人
期

で
の
体
重
を
適
正
な
範
囲
に
維
持

す
る
⑥
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有

無
を
知
り
、
感
染
し
て
い
る
場
合

は
適
切
な
措
置
を
取
る
―
の
６
項

目
を
紹
介
。「
こ
れ
ら
は
実
践
す

る
項
目
が
増
え
る
ほ
ど
が
ん
の
リ

ス
ク
は
下
が
り
、
感
染
を
除
く
５

項
目
を
実
践
し
て
い
る
人
は
、
０

〜
１
個
し
か
実
践
し
て
い
な
い
人

に
比
べ
男
性
で
43
％
、
女
性
で
37

％
、
発
が
ん
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
」
と

し
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
く
が
ん

予
防
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

斎
藤
博
部
長
は
、「
が
ん
検
診

の
目
的
は
、
健
康
な
人
全
員
を
対

象
に
、
が
ん
で
亡
く
な
る
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述

べ
、
現
在
有
効
と
さ
れ
て
い
る
検

診
（
表
）
の
概
要
を
解
説
し
た
。

そ
の
上
で
、「
こ
れ
ら
は
一
見

地
味
な
方
法
で
あ
り
、『
病
院
で

診
断
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
、
が

ん
の
発
見
率
の
高
い
最
新
の
検
査

の
方
が
よ
い
』
と
考
え
る
人
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
大
き

な
誤
解
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

斎
藤
部
長
は
、
が
ん
の
自
然
史

や
検
診
に
お
け
る
過
剰
診
断
の
例

な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
健
康
な
人

の
中
か
ら
が
ん
の
可
能
性
の
あ
る

人
を
ふ
る
い
分
け
る
「
検
診
」
と
、

が
ん
の
可
能
性
の
あ
る
患
者
に
対

し
て
が
ん
か
ど
う
か
を
確
定
す
る

「
診
断
（
診
療
）」
の
目
的
の
違
い

を
説
明
。
診
断
に
用
い
る
方
法
は

発
見
率
が
高
い
反
面
、
検
診
と
し

て
の
科
学
的
根
拠
が
な
く
（
大
腸

内
視
鏡
検
査
を
除
く
）、
い
ま
だ

受
診
者
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
か

ど
う
か
不
明
で

あ
り
、
全
く
、

あ
る
い
は
ほ
と

ん
ど
効
果
が
な
い
と
判
明
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
一
方
で
、
①
過

剰
診
断
に
よ
る
不
必
要
な
治
療
や

副
作
用
②
偽
陽
性
に
よ
る
不
必
要

な
検
査
③
検
診
に
伴
う
合
併
症
④

結
果
が
わ
か
る
ま
で
の
不
安
―
な

ど
多
く
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
、
推
奨

さ
れ
て
い
る
方
法
よ
り
大
き
い
恐

れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
解
説
し
、

「
検
診
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
死

亡
リ
ス
ク
を
確
実
に
下
げ
る
と
い

う
科
学
的
根
拠
が
あ
る
こ
と
と
、

過
剰
診
断
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

小
さ
い
こ
と
で
あ
る
」
と
訴
え

た
。斎

藤
部
長
は
、「
有
効
性
の
確

か
な
検
診
を
徹
底
的
に
質
を
管
理

し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
が
ん
の

死
亡
率
減
少
の
３
分
の
１
が
、
が

ん
検
診
に
よ
り
回
避
で
き
る
と
分

析
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、「
が
ん

で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
は
、

現
在
推
奨
さ
れ
て
い
る
科
学
的
根

拠
の
あ
る
検
診
を
、
決
め
ら
れ
た

年
齢
と
受
診
間
隔
で
定
期
的
に
受

け
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
ま
だ

科
学
的
根
拠
の
な
い
検
診
に
つ
い

て
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
よ

く
理
解
し
た
上
で
受
け
る
か
ど
う

か
判
断
す
る
こ
と
が
大
事
。
検
診

を
受
け
て
得
を
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
判
断
に
つ
き
る
」
と
強
調

し
、
講
演
を
結
ん
だ
。

が
ん
の
予
防
と
検
診

が
ん
の
予
防
と
検
診

が
ん
予
防
学
術
大
会             

東
京

　市
民
公
開
講
座
か
ら

2
0
1
4

日
本
人
に
適
し
た
が
ん
予
防
法

笹
月  

静    

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
予
防・検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
予
防
研
究
部
長

出典：国立がんセンターがん予防・検診研究センター：がん検診読本；2006

対象
臓器

推奨されている
検診方法

対象年齢と
適切な受診間隔

胃 胃Ｘ線 40歳以上の男女
１年に１回

子宮
頸部 細胞診 20歳以上の女性

２年に１回

乳房 視触診とマンモグラフィ
（乳房Ｘ線）の併用

40歳以上の女性
２年に１回

肺 胸部Ｘ線と喀痰検査
（喫煙者のみ）の併用

40歳以上の男女
１年に１回

大腸 便潜血検査 40歳以上の男女
１年に１回

が
ん
死
亡
を
確
実
に
減
ら
す
検
診

斎
藤  

博    

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
予
防・
検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
検
診
研
究
部
長

健康相談

生活スタイルの変化と
血糖コントロール
生活スタイルの変化と
血糖コントロール

ビフォー アフタ ー

健康づくり・健康増進を支援するページ

健康相談 14

「森をみて木を育てる 」
ことの重要性

展望
健康づくり

南部征喜
兵庫県予防医学協会会長
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血圧脈波検査装置 NEW

VS-3000シリーズ

CAVI
ABI PVR

ECG

医療機器認証番号：224ADBZX00086000 ● 末梢動脈疾患（PAD）の鑑別診断・重症度判定
ABIは、下肢動脈の狭窄・閉塞を評価する指標です。
PADは、心血管疾患、脳血管疾患など、他臓器
障害との合併が多く見られることから、早期発見が
重要とされています。

ABI

CAVIは大動脈を含む「心臓から足首」までの動脈硬化度を反映する指標で、
動脈硬化が進行するほど高い値となります。
また、測定時の血圧に依存しない、血管固有の硬さを評価します。

● 動脈の硬さの評価

CAVI

血管機能検査の新時代

W243× H69mm

「
た
ば
こ
の
害
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」の
基
調
講
演

産
業
現
場
で
の
成
功
事
例
の
紹
介

489 2014 2 1526 9 15 4

最
初
に
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で

金
子
昌
弘
本
会
部
長
（
写
真
上
）

は
、「
た
ば
こ
の
害
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど
が
喫

煙
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
症
状
と

診
断
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

そ
の
上
で
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
喫

煙
者
の
約
２
割
に
発
症
す
る
と
さ

れ
、
進
行
す
る
と
肺
が
十
分
に
酸

素
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い

呼
吸
不
全
の
状
態
に
な
る
ば
か
り

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
合
併
し

や
す
く
な
る
。
禁
煙
後
15
年
以
上

経
過
す
る
と
進
行
し
な
く
な
る
例

が
多
い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
禁
煙

し
て
、
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
大

切
だ
」
と
説
い
た
。

ま
た
、
金
子
部
長
は
肺
が
ん
や

喉
頭
が
ん
、
心
疾
患
な
ど
一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
る
疾
患
の
他
に
、

膀
胱
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
、
認
知

症
、
歯
槽
膿
漏
、
加
齢
黄
斑
変
性

な
ど
に
も
喫
煙
が
深
く
関
与
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
周
囲
に
与
え
る
影
響
と

し
て
、
副
流
煙
の
有
害
性
に
つ
い

て
解
説
。
喫
煙
が
職
場
に
与
え
る

損
害
、
子
ど
も
の
知
能
や
喫
煙
者

自
身
の
肌
へ
の
悪
影
響
な
ど
も
例

に
あ
げ
、
自
分
の
た
め
に
も
周
囲

の
た
め
に
も
、
喫
煙
者
は
今
す
ぐ

禁
煙
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
、

講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
と
と
な
る
と
外

食
す
る
機
会
も
多

く
、
血
中
フ
ェ
ニ

ル
ア
ラ
ニ
ン
値
が

高
く
な
る
こ
と
も

あ
り
、
先
生
や
親

に
心
配
を
か
け
て

し
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
、
治
療
用
ミ

ル
ク
だ
け
は
毎
日

欠
か
さ
ず
飲
む
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
治

療
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

こ
の
他
、
総
会
で
は
グ
ル
ー
プ

別
フ
リ
ー
ト
ー
ク
や
子
ど
も
向
け

の
「
お
買
い
物
ご
っ
こ
」
な
ど
も

行
わ
れ
た
。

学
に
励
み
、
社
会
で
活
躍
し
て
い

る
方
々
に
敬
意
を
表
し
、
今
後
の

治
療
の
継
続
を
願
っ
て
、
２
０
０

７
年
に
「
東
京
都
予
防
医
学
協
会

賞
」
を
設
立
。
こ
れ
ま
で
に
41
人

の
方
々
を
表
彰
し
て
き
た
。

今
年
は
、
７
月
26
日
に
東
京
で

開
か
れ
た
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症

（
Ｐ
Ｋ
Ｕ
）
親
の
会
・
関
東
支
部

総
会
で
、
５
人
に
賞
状
と
副
賞
、

記
念
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

平
田
さ
ん
は
「
大
学
で
は
栄
養
学

を
勉
強
し
て
い
る
が
、
自
分
の

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
は
、
通
常
の
乳
汁
等
を
与
え
る

と
発
症
す
る
代
謝
異
常
を
早
期
に

発
見
し
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

た
め
の
国
の
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
疾
患
が
発
見
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
適
切
な
食
事
療

法
な
ど
に
よ
っ
て
健
や
か
に
生
活

し
、
成
長
で
き
る
が
、
厳
格
な
食

事
療
法
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
容

易
で
は
な
く
、
本
人
や
家
族
の
負

担
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

そ
こ
で
本
会
で
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
食
事
療
法
を
継
続
し
、
勉

基
調
講
演
の
後
、

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ

総
合
健
康
開
発
セ
ン

タ
ー
の
増
田
早
苗
看

護
師
が
、「
他
職
種

と
連
携
し
た
健
康
管

理
」
と
題
し
て
自
社

で
の
取
り
組
み
を
発
表
。
一
部
の

医
務
室
で
禁
煙
外
来
を
開
始
す
る

と
共
に
、
禁
煙
外
来
の
な
い
支
店

に
も
禁
煙
を
広
げ
る
た
め
、
人
事

や
健
康
保
険
組
合
と
連
携
し
な
が

ら
、
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
禁

煙
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

次
い
で
、
日
本
通
運
東
京
海
外

引
越
支
店
総
務
課
保
健
指
導
員
の

高
橋
佳
子
保
健
師
が
、「
職
場
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
」
と
題
し

て
、
空
気
環
境
測
定
を
き
っ
か
け

に
、
周
囲
の
協
力
を
得
て
館
内
禁

煙
を
達
成
し
た
経
緯
を
報
告
し
た

（
写
真
下
）。

参
加
者
か
ら
は
、「
円
滑
に
進

め
る
こ
と
が
難
し
い
喫
煙
対
策
だ

が
、
成
功
事
例
か
ら
そ
の
ヒ
ン
ト

を
も
ら
っ
た
。
さ
っ
そ
く
明
日
か

ら
の
取
り
組
み
に
生
か
し
た
い
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

脊
柱
（
背
骨
）
が
側
方
に
曲
が

り
、
ね
じ
れ
を
伴
う
脊
柱
側
弯

症
。
症
状
や
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
発
育
期
の
検
診
で
早
期

発
見
し
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
脊
柱
側
弯
症
検
診

の
精
度
向
上
と
情
報
交
換
を
目
的

に
、
７
月
11
日
、
東
京
・
新
宿
区

の
ホ
テ
ル
で
関
係
者
に
よ
る
打
ち

合
わ
せ
会
を
開
催
。
本
会
の
検
診

の
指
導
と
、
検
診
で
異
常
が
見
つ

か
っ
た
子
ど
も
の
治
療
を
担
当
し

て
い
る
専
門
医
、
本
会
の
ス
タ
ッ

フ
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
た
。

打
ち
合
わ
せ
会
で
は
、
２
０
１

３
年
度
の
本
会
の
検
診
結
果
が
報

告
さ
れ
た
後
、
本
会
が
協
力
し
て

い
る
「
女
子
中
学
生
の
姿
勢
と
生

活
環
境
に
つ
い
て
の
研
究
」（
実

施
責
任
者
・
松
本
守
雄
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
准
教
授
）
の
中
間
報

告
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

●
東
京
都
の
担
当
課
長
ら
が
本
会

の
新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
現
状
を
視
察

本
会
で
は
、
東
京
産
婦
人
科
医

会
の
協
力
を
得
て
、
１
９
７
４
年

か
ら
、
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
な

ど
新
生
児
の
先
天
性
代
謝
異
常
症

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
77
年
以
降
は
検
査
費
用

が
公
費
化
さ
れ
、
本
会
で
は
東
京

都
の
委
託
を
受
け
て
検
査
を
行
っ

て
い
る
。

７
月
30
日
に
、
東
京
都
福
祉
保

健
局
少
子
社
会
対
策
部
の
小
竹
桃

子
課
長
ら
５
人
が
、
本
会
の
新
生

児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
現

状
を
視
察
し
た
（
写
真
）。

６
月
25
日
に
「
労
働
安
全

衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
国
の

支
援
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

新
た
な
受
動
喫
煙
防
止
対
策

が
１
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

中
、
７
月
９
日
に
東
京
・
千

代
田
区
で
開
催
さ
れ
た
第
２

５
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
（
主
催
・
健
康
管
理
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
、
本

会
）
で
は
、「
職
場
に
お
け

る
喫
煙
対
策
―
成
功
事
例
に

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
会

の
金
子
昌
弘
呼
吸
器
科
部
長

が
基
調
講
演
を
行
い
、
続
い

て
、
喫
煙
対
策
に
成
功
し
て

い
る
職
場
の
事
例
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

「
東
京
都
予
防
医
学
協
会
賞
」

「
東
京
都
予
防
医
学
協
会
賞
」

Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会・関
東
総
会
で
５
人
を
表
彰  

本
会

治療食のない場面を想定した「お買い物ごっこ」で、市販の菓子の中
から、フェニルアラニン含有量50㎎を上限に菓子を選ぶ子どもたち

脊
柱
側
弯
症
検
診
の

打
ち
合
わ
せ
会
を
開
く

脊
柱
側
弯
症
検
診
の

打
ち
合
わ
せ
会
を
開
く
本会

職場における喫煙対策
第256回 ヘルスケア研修会

職場における喫煙対策
第256回 ヘルスケア研修会

古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」
の
病
気

の
治
療
に
携
わ
る
３
人
の
専
門

医
が
、「
い
じ
め
」
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め

る
べ
く
、
他
分

野
の
識
者
を
招

い
て
座
談
会
を

行
い
、
対
話
の

中
か
ら
「
い
じ

め
」
の
本
質
を

見
極
め
よ
う
と

す
る
、
そ
の
模
様
を
ま
と
め
た
の

が
本
書
だ
。

第
１
章
で
は
、
宗
教
学
者
の
山

折
哲
雄
氏
と
語
り
合
う
。
山
折
氏

は
、「
い
じ
め
は
差
別
で
あ
り
、

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

見
解
を
示
し
た
上
で
、
西
洋
の

「
個
」
と
は
異
な
る
、
日
本
に
お

け
る
「
ひ
と
り
」
―
集
団
の
中
で

支
え
ら
れ
て
い
る
「
ひ
と
り
」
―

を
包
み
込
む
関
係
性
を
取
り
戻
す

こ
と
が
、
今
の
よ
う
な
陰
惨
な
い

じ
め
を
な
く
す
こ
と
に
通
じ
る
の

で
は
な
い
か
と
語
る
。

第
２
章
は
作
家
の
柳
美
里
氏
を

迎
え
て
の
座
談
会
だ
。
壮
絶
な
い

じ
め
を
受
け
、
摂
食
障
害
、
自
殺

未
遂
な
ど
の
経
験
を
持
つ
柳
氏

が
、
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
て
語

る
言
葉
は
圧
倒
的
だ
。
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、

本
音
を
隠
し
て
友
達
と
の
軽
い

つ
な
が
り
を
維
持
す
る
こ
と
に

神
経
を
す
り
減
ら
す
子
ど
も
た

ち
。
一
方
、
子
ど
も
に
関
心
を

払
わ
な
い
親
。
今
の
日
本
は
子

ど
も
が
生
き
に
く
い
社
会
で
あ

り
、
人
間
関
係
の
ゆ
が
み
が
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
ん
で
い
る

と
柳
氏
は
語
り
、「
い
じ
め
」

る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態

に
あ
る
加
害
者
へ
の
ケ
ア
も
重

要
だ
と
説
く
。

第
３
章
で
は
、
両
氏
と
の
座

談
会
を
経
た
編
者
た
ち
が
、「
い

じ
め
」
に
対
し
て
「
医
療
者
」

と
し
て
の
積
極
的
な
か
か
わ
り

方
を
確
認
し
あ
う
。

「
い
じ
め
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

現
代
人
、
現
代
社
会
が
抱
え
る

問
題
の
根
源
に
切
り
込
ん
で
い

く
本
書
は
、
今
、「
い
じ
め
」

と
は
無
関
係
と
い
う
人
に
も
お

す
す
め
し
た
い
内
容
だ
。

（
シ
ー
ビ
ー
ア
ー
ル
、四
六
判
、

１
３
０
０
円
+
税
）

山折哲雄、柳 美里／著
生野照子、山岡昌之、鈴木眞理／編

人はなぜ「いじめ」るのか
その病理とケアを考える


